
当
院
の
透
析

と
う
せ
き

室
は
、
平
成
９
年
に

５
床
か
ら
開
始
し
ま
し
た
が
、
透
析
を

必
要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ま
が
増
加
し
、

現
在
11
床
で
行
っ
て
い
ま
す
。

透
析
は
、「
腎
不
全
」
治
療
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
治
療
法
で
す
。

治
療
は
、
火
・
木
・
土
曜
日
は
昼
２

回
、
月
・
水
・
金
曜
日
は
昼
２
回
・
夜

１
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
腎
不
全
」

の
治
療
は
、
平
均
週
３
回
で
１
回
あ
た

り
約
４
時
間
か
け
て
血
液
を
き
れ
い
に

す
る
治
療
で
す
。
ま
た
、
緊
急
透
析
を

要
す
る
場
合
に
は
、
随
時
治
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
患
者
さ
ま
が
在
宅
で
の

生
活
が
お
困
り
に
な
ら

な
い
よ
う
に
医
療
ス
タ

ッ
フ
間
の
連
携
を
密
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

治
療
を
積
極
的
に
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
日
常
生
活
に
お
け

る
注
意
事
項
の
説
明
や

定
期
的
な
患
者
さ
ま
学

習
会
、
季
刊
誌
の
発
行

な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
安
心
・

安
全
・
確
実
な
治
療
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
最
後
に
、

私
た
ち
が
患
者
さ
ま
と

の
信
頼
を
目
標
に
努
力
を
し
て
い
け
る

の
は
、
患
者
さ
ま
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
透
析
室
看
護
師
長：

小
陣
こ
じ
ん

あ
け
み
　

写
真
後
列
右
か
ら
２
人
目
）

私
は
、
平
成
４
年
に
看
護
師
免
許
取

得
後
、
奈
良
市
内
の
病
院
で
精
神
科
に

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
７
年
に
救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得

し
、
名
張
市
立
病
院
開
院
の
１
年
前
に

名
張
市
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。開

院
に
あ
た
り
、
三
重
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
手
術
室
で
研
修
を
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
知
識
や
技
術
を
学
び
ま

し
た
。
以
降
、
当
院
で
は
手
術
室
と
救

急
外
来
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。

救
急
外
来
で
は
、
突

発
的
な
病
気
や
事
故
に

見
舞
わ
れ
、
し
か
も
生
命
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
患
者
さ
ま
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
看

護
師
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
救
急
患
者
さ
ま
に
直
面

し
て
も
、
慌
て
た
り
、
戸

惑
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ま
の
危
機

的
状
況
で
の
治
療
と
同
時

に
、
ご
家
族
へ
の
配
慮
も

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
方
、
手
術
室
で
は
、

手
術
中
に
音
楽
を
流
す
な
ど
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
手
術
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

名張市立病院だより�
No.3

＜基本理念＞
市民の皆さまに親しまれ信頼される病院を目指します。

＜基本方針＞
・患者さまの権利を尊重し、理解と納得に基づく良質で安心できる医療を行います。

・地域の診療所、病院と連携して、地域医療、救急医療の充実に努めます。

・地域に開かれた病院を目指し、ボランティア、学生などを進んで受け入れ、市民と

の交流を深めます。

・公共性と経済性を考慮した健全な病院経営に努めます。

・初心を忘れず、日々研鑽
けんさん

し、働きがいのある明るい病院を創造するよう努めます。
古
こ

宇
う

田
た

豊
ゆたか

手術室（救急外来兼務）

冬の青蓮寺湖です。湖の水の方が温かいのですね。水蒸気が、シンと冷え込んだ空気に朝もやとなって湧
きあがってゆきます。ちょっと早起きして、都会では楽しめない豊かな自然のなかで、グッと背伸びしてみ
ませんか。新鮮な大気が身体をリフレッシュしてくれます。
この青蓮寺湖には、手をたたいて呼ぶと人なつっこく寄ってくる鴨も暮らしています。

（写真・文：「きらり」編集委員[市民ボランティア]：五師文平さん（名張市百合が丘在住））

朝
も
や
の
青
蓮
寺
湖
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療
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療
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診
療
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は�

内 
科�

脳
神
経�

外
　
科�

高
齢
化
社
会
に
伴
っ
て
、
痴
呆
症
は

ご
く
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
、
お
聞
き
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
多
く
の
か
た
が
た
は
「
歳
だ
か
ら
、

仕
方
の
な
い
も
の
」
と
お
考
え
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
、
多
く
の
痴

呆
症
は
有
効
な
治
療
手
段
が
な
く
、
改

善
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。し
か
し
、

痴
呆
症
の
な
か
に
は
、
簡
単
な
手
術
で

劇
的
な
改
善
が
得
ら
れ
る
も
の
も
あ
る

の
で
す
。
今
日
は
そ
の
代
表
的
な
疾
患

と
し
て
、「
正
常
圧
水
頭
症
」
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

脳
は
非
常
に
柔
ら
か
い
臓
器
で
、
そ

れ
が
硬
い
頭
蓋
骨
と
い
う
容
器
に
入
っ

て
い
ま
す
。
走
っ
た
り
、
少
々
頭
を
打

っ
っ
た
り
し
て
も
平
気
な
の
は
、
こ
の

頭
蓋
骨
の
中
に
水
（
脳
脊
髄
液

の
う
せ
き
ず
い
え
き
）
が
入

「
肝
臓
が
ん
」
が
で
き
た
と
し
て
も
、

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
治
療

の
選
択
の
幅
も
広
が
る
た
め
、
放
置
す

る
こ
と
な
く
定
期
的
な
検
査(

腹
部
超

ふ
く
ぶ
ち
ょ
う

音
波
検
査

お
ん
ぱ
け
ん
さ

、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
血

液
検
査)

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

っ
て
い
て
、
そ
の
中

に
脳
が
浮
か
ん
で
い

る
た
め
で
す
。

水
は
一
定
の
量
、

脳
内
部
に
も
備
蓄
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
備

蓄
さ
れ
て
い
る
場
所

を
「
脳
室
」
と
呼
び

ま
す
。
水
の
１
日
産

生
量
と
吸
収
量
は
同

じ
な
の
で
、
脳
室
中
の
水
の
量
も
一
定

な
の
で
す
。
し
か
し
、
な
ん
ら
か
の
原

因
で
、水
の
吸
収
が
障
害
さ
れ
ま
す
と
、

水
の
総
量
は
増
え
、
脳
室
も
大
き
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
変
化
が
急
激

で
す
と
、
激
し
い
症
状
も
出
現
し
ま
す

が
、
極
め
て
ゆ
っ
く
り
と
水
が
増
え
る

と
、
頭
痛
が
起
こ
ら
ず
、
脳
の
圧
力
も

上
昇
せ
ず
、
痴
呆
が
徐
々
に
進
行
し
て

ゆ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
脳
の
圧
力
が
上

が
ら
な
い
脳
室
拡
大
な
の
で
「
正
常
圧

水
頭
症
」
と
言
い
ま
す
。

こ
の
「
正
常
圧
水
頭
症
」
の
場
合
、

特
徴
的
な
三
つ
の
症
状
、
痴
呆
・
歩
行

障
害
・
尿
失
禁
、
が
現
れ
ま
す
。
他
の

痴
呆
症
と
の
区
別
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
歩
行
障
害
が
早
く
か
ら
現
れ

る
と
い
う
の
が
、
ひ
と
つ
の
特
徴
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で

は
確
定
は
困
難
で
、
鑑
別
の
た
め
に
は

や
は
り
Ｃ
Ｔ
撮
影
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
Ｃ
Ｔ
撮
影
で
、
あ
る
程
度
そ
の
疑

い
が
持
た
れ
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
詳
し

い
検
査
を
経
て
、「
正
常
圧
水
頭
症
」

と
い
う
診
断
が
つ
き
ま
す
。
診
断
が
確

定
さ
れ
れ
ば
、
手
術
に
よ
り
脳
室
へ
チ

ュ
ー
ブ
が
挿
入
さ
れ
、
余
分
な
水
を
排

除
す
る
こ
と
に
よ
り
水
頭
症
は
軽
快
し

ま
す
。
１
週
間
か
ら
２
週
間
で
痴
呆
な

ど
の
３
症
状
も
大
き
な
改
善
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

３
つ
の
症
状
が
進
行
し
、
お
困
り
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
一
度
、
Ｃ
Ｔ
検

査
を
受
け
て
み
て
は
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

手
術
で
治
る
痴
呆
症

「
正
常
圧
水
頭
症

せ
い
じ
ょ
う
あ
つ
す
い
と
う
し
ょ
う

」
に
つ
い
て副院長兼脳神経外科部長

平松謙一郎

肝
臓
の
障
害
が
長
期
に
及
ぶ
と
、
肝

臓
の
細
胞
が
壊
れ
続
け
、
次
第
に
線
維

が
蓄
積
し
て
、肝
臓
が
硬
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
「
肝
硬
変
」
と
呼

び
ま
す
。

「
肝
硬
変
」
は
肝
疾
患
の
終
末
像

し
ゅ
う
ま
つ
ぞ
うで
、

肝
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
「
肝
不
全

（
お
腹
に
水
・
リ
ン
パ
液
が
溜
ま
る

腹
水

ふ
く
す
い

・
顔
や
体
の
皮
膚
が
黄
色
く
な

る
黄
疸

お
う
だ
ん

・
意
識
障
害

の
生
じ
る
脳
症

の
う
し
ょ
う
）
」
、

「
食
道
静
脈
瘤

し
ょ
く
ど
う
じ
ょ
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

（
注

１
）
か
ら
の
出
血
」、

「
肝
臓
が
ん
」
の
発

生
な
ど
が
あ
り
ま

す
。「

肝
硬
変
」
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
・
ア
ル
コ
ー
ル
・

自
己
免
疫
な
ど
が
原
因
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
日
本
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
頻
度
が
最
も
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。近

年
、
薬
物
治
療
や
内
視
鏡

な
い
し
き
ょ
う

治
療

に
よ
り
、「
肝
不
全
」
・
「
食
道
静
脈

瘤
か
ら
の
出
血
」
に
よ
る
死
亡
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、「
肝
硬
変
」
の
生
存

率
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
肝
臓

「
肝
硬
変

か
ん
こ
う
へ
ん

」
と
「
肝
臓
が
ん
」

肝
臓
障
害
の
発
見
に
は
定
期
的
な
検
診
を

内科医長山中猛成
たけなり

が
ん
」
の
発
生
率
は
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、「
肝
臓
が
ん
」

に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
こ
の
25
年
で
約

３
倍
に
増
加
し
、
現
在
、
年
間
死
亡
者

数
は
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、
が
ん
の

死
因
順
位
第
３
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

「肝臓がん」の予防法と当院での治療

【「肝臓がん」の予防法】
40歳以上の人は、ＨＣＶ抗体(注２)・Ｈ
Ｂｓ抗原検査（注３）を１回は行う。
の検査が陽性の場合、ウイルス核酸

かくさん

の
有無、「肝硬変」の進展度を確認する。
治療を必要とする例は、抗ウイルス薬、
あるいは肝の抗炎症薬

こうえんしょうやく

を用いて治療する。
＊近年、慢性Ｃ型肝炎患者においては、ウ
イルス型・量に応じてＩＮＦ製剤（注４）
（ペグＩＦＮ、コンセンサスＩＮＦ）を使
い分けることによりウイルス駆除率の進
歩がみられます。

【当院での治療法】
肝機能・腫瘍

しゅよう

数・占拠部位に応じ、外科的
切除や内科的治療として次のような専門治

療を行なっています。
経カテーテル肝動脈塞栓

かんどうみゃくそくせん

療法
エタノール局注

きょくちゅう

療法
ラジオ波 焼灼

しょうしゃく

療法
リザーバー留置による抗がん剤 動注

どうちゅう

療法

（注１）食道静脈瘤：食道の静脈にできた瘤
こぶ

（注２）ＨＣＶ抗体検査：Ｃ型肝炎ウイルス

に感染しているかを明らかにする検査

（注３）ＨＢｓ抗原検査：Ｂ型肝炎ウイルス

に感染しているかを明らかにする検査

（注４）ＩＦＮ製剤：インターフェロン製剤。

ウイルスに感染したときに体内で作られ

るタンパク質の一種。インターフェロン

は、白血球やリンパ球といった細胞が作

られ、ウイルスを排除したり、ウイルス

の増殖を抑える効果がある。
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市
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

（
理
学
療
法
士
３
人
、
作
業
療
法
士
１

人
、
言
語
聴
覚
士
１
人
、
助
手
１
人
）

で
は
、
病
気
・
け
が
に
よ
り
生
じ
た
障

害
を
持
つ
患
者
さ
ま
で
医
師
が
必
要
と

認
め
た
か
た
に
対
し
て
、
理
学
療
法
・

作
業
療
法
・
言
語
療
法
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

「
立
っ
た
り
座
っ
た
り
か
ら
移
動
動

作
な
ど
の
基
本
的
動
作
能
力
の
獲
得
」

に
対
し
て
は
理
学
療
法
士
が
、「
日
常

生
活
動
作
か
ら
職
業
動
作
に
至
る
応
用

動
作
能
力
の
獲
得
」
に
は
作
業
療
法
士

が
、「
言
語
や
飲
食
物
の
飲
み
込
み
機

能
の
改
善
・
獲
得
」
に
対
し
て
は
言
語

聴
覚
士
が
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
応
じ
た
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

救
急
病
院
で
あ
る

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
患
者
さ
ま
が

１
日
で
も
早
く
退

院
さ
れ
、
可
能
な

限
り
復
帰
に
近
づ

け
る
よ
う
に
、
よ

り
良
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

開
院
当
初
、
名

張
市
で
は
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
施

設
は
当
院
だ
け
で

し
た
が
、
現
在
で

は
介
護
保
険
で
利

用
で
き
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施

設
も
増
え
、
当
院

に
併
設
す
る
介
護

老
人
保
健
施
設
「
ゆ
り
の
里
」
で
も
、

介
護
認
定
を
受
け
た
か
た
に
対
し
て
専

属
の
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は

本
人
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
に
行
わ
れ
る
手
段
で
あ
り
、
私
た
ち

は
潜
在
的
能
力
と
残
存
能
力
を
引
き
出

す
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主

任：

平
岡
孝
行
）。

～リハビリテーションとは～�

市
立
病
院
内
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

視
能
訓
練
士
と
は
？

Ｑ
視
能

し
の
う

訓
練
士
と
は
、
眼
科

医
の
指
示
の
も
と
に
、
眼
科

に
係
わ
る
検
査
や
、
両
眼
視

機
能
の
異
常
を
も
つ
斜
視
や
弱
視
の
矯

正
訓
練
を
行
う
も
の
で
す
。

名
張
市
立
病
院
で
は
、
視
能
訓
練
士

は
、
診
療
部
眼
科
に
所
属
し
、
眼
科
外

来
に
お
い
て
、
視
力
検
査
、
眼
圧
検
査
、

屈
折
検
査
の
他
に
、
色
覚
、
角
膜

か
く
ま
く

曲

率
半
径
、
角
膜
内
皮
細
胞
数
、
眼
位
、

眼
球
運
動
、
両
眼
視
機
能
（
網
膜
対
応
、

立
体
視
）、
網
膜

も
う
ま
く

電
位
図
、
視
野
、
眼

鏡
処
方
な
ど
の
検
査
や
、
斜
視
・
弱
視

の
訓
練
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
結
果
が
、
適
切
な
診

断
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

正
確
に
、
こ
れ
ら
の
検
査
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。（
診
療
部

眼
科

視
能
訓
練
士：

山
口
智
子
）

Ａ

Ｑ．院内に作品を展示頂くようになった“きっ
かけ”を教えて頂けますか？

A．私の夫が、数年前に市立病院で手術をし
ていただきましたが、おかげさまで入院か
ら１１日目に退院することができました。
「何かお礼がしたい」という気持ちから、お
花を生

い

けるようになりました。

Ｑ．院内で作品づくりをされているときに、み
なさんから声を掛けられますか？

A．「もう菜の花が咲いたの」とか「モミジの
季節ですね」などと、いろんな人から声を掛け
ていただきます。私は、入院されているかたに、
少しでも“季節を感じてもらいたい”という気

持ちでお花を飾らせていただいてます。

Ｑ．展示作品の花は、いつも美しいですね。

A．作品に使用しているのは、そのあたりに咲
いている草花ですよ。桔梗が丘や自分の庭
で咲いているものを持って来ています。最も
四季を感じるのは、野にある草花です。皆さ
んには、野の花を見ていただくほうが、季節
を感じてもらえていいかなと思っています。

Ｑ．先生にとって“生花”とは？

A．「花は美しい」ので、私は、「その美しい心
をもらいたい」という一心です。私にとって
“生花”は、生命力ですね。

「花は野にあるように」が私の信念�

いけ　 ばな�

名張市立病院は、たくさんのボラ
ンティアのかたに支えられて運営さ
れています。今回は、開院後まもな
く、院内3ヵ所に生花作品を展示頂
いている深田歳子先生（小原流）に
お話を伺いました。

『リハビリテー
ション』という
言葉の由来
リハビリテーショ

ン（Rehabilitation）

とは、Re（再び）とhabilitation（適す

る）という２つの語源から成り立って

います。

リハビリテーションは、比較的新し

い言葉で、復帰・復職・更生するなど、

さまざまな意味があり、最終的に『リ

ハビテーション』という名称に落ち着

きました。従って、そのとらえ方の範

囲は、社会的なとらえ方から医療・教

育・職業など各分野にまで至ります。

その中の一部として、身体的・精神的

なリハビリの部分を「医学的リハビリ

テーション」と言います。



○外来（月～金曜日の午後1時～4時にお手伝い頂けるかた）
▼主な業務　再来受付機の操作説明、患者さまの診察室への誘導など

○病棟（空き時間を利用してお手伝い頂けるかた）
▼主な業務　患者さまの話し相手・散歩、検査・リハビリなどへの
移動介助、シーツ交換など

○その他（空き時間を利用してお手伝い頂けるかた）
▼病院周辺の草花の手入れ、剪定作業、草引き作業

申込方法　電話で市立病院医療管理室 0595・61・1100（内線
2158）へ

昨
年
、
“
市
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ

れ
る
病
院
”
が
、
当
院
の
基
本
理
念
と
な

っ
た
。
親
近
感
を
持
っ
て
頂
け
る
病
院
づ

く
り
が
、
院
長
の
思
い
だ
。
親
し
ま
れ
る

中
心
は
、
看
護
師
で
あ
る
。
明
る
さ
・
優

し
さ
・
親
切
さ
を
身
に
つ
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
信
頼
を
さ
れ
る
べ
き
中
心
は
、
医
師

で
あ
る
。
技
術
・
知
識
に
加
え
て
、
思
い

や
り
の
心
（
人
格
）
が
必
要
だ
。
治
療
が
、

い
つ
も
上
手
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
。
そ

ん
な
と
き
こ
そ
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
。

表
現
は
簡
単
な
“
理
念
”
だ
が
、
実
現
は

難
し
い
。（
Ｍ
・
Ｈ
）

正
月
気
分
も
や
っ
と
抜
け
た
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
今
年
は
病
院
に
と
っ
て
「
経

営
健
全
化
」
と
い
う
大
き
な
試
練
の
壁
が

待
っ
て
い
ま
す
。
一
致
団
結
し
、
そ
の
壁

を
“
酉
”
の
如
く
飛
び
越
え
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

「
き
ら
り
」の
一
言�

〈初　診〉
午前8時30分～11時30分

〈再　来〉
午前8時～予約終了時刻まで

保険証・医療証などは、月に１度
窓口で確認させていただきます。ま
た、変更・更新の際は必ずご提出く
ださい。

※外来診療担当表は、人事異動などにより変更になる場合があります。あらかじめ名張市立病院医療管理室　　0595・61・1100（内線2158）�
　までお問い合わせください。�

●…初診外来（内科・循環器科以外は第1診が初診外来）　　(*1)…ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来（１，４，７，１０月の第３週のみ）　(*2)…外来特殊�
　　(*3)…診察室は小児科３診　　(*4)…診察室は小児科2診　　(*5)…第１水曜以外　　(*6)…第１水曜のみ。診察室は小児科２診　�
　　(*7)…女性外来　　(*8)…ドクター変更の場合有り　　(*9)…平成17年1月13日より（手術）となります　　(*10)…慢性疾患予約外来�
　　(*11)…予防接種外来　　(*12)…慢性疾患予約外来及び乳幼児一般検診�

第1診�

第2診�

第3診�

第4診�

第5診�

第6診�

�

第1診�

第2診�

第1診�

第1診�

第2診�

第3診�

第1診�

第2診�

第1診�

第2診�

●山門�

高村�

●山中�

●岡本�

石須�

�

　金原（泌尿器科）(*3)�

本泉�

浦田�

乾�

園田�

西田�

�

登�

小川�

川野�

八木�

�

�

�

�

�

�

�

本泉�

�

�

�

�

�

小川(*10)�

�

(検査)(*2)�

(検査)(*2)

山門�

●岡本�

　●担当医�

�

石須(*1)�

�

�

竹内�

浦田(*8)�

平松�

西田�

園田�

飯田�

高村�

�

川野�

八木�

�

�

�

�

�

�

�

浦田�

�

�

�

�

�

高村(*11)�

�

�

�

�

�

●櫻井�

●石須�

山中�

岡本�

米田�

　村(*6)�

　鈴木（泌尿器科）(*3)�

本泉�

和久田�

平松�

飯田�

大角�

�

小川�

�

川野�

八木�

�

�

�

　村(*5)�

�

�

�

本泉�

�

�

�

�

�

小川(*10)�

�

(検査)(*2)�

(検査)(*2)

山門�

田中�

●黒田�

●岡本�

櫻井�

山中(*3)�

　佐々木（神経内科）(*4)�

竹内�

浦田�

乾･丘田�

大角�

飯田�

園田�

小川�

�

川野�

八木�

�

�

�

�

�

�

�

本泉�

和久田(*7)�

�

�

�

�

小川(*12)�

�

(検査)(*9)�

(検査)(*9)

石須�

黒田�

　　　　伊藤（神経内科）�

●高村�

●米田�

�

�

本泉�

坪内(*8)�

丘田�

大角�

西田�

�

高村�

�

川野�

八木�

�

�

�

�

�

�

�

浦田�

�

�

�

�

�

高村(*10)�

�

(検査)(*2)�

(検査)(*2)

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

小児科�

�

眼科�

月曜日�

午前� 午後� 午前� 午後� 午前� 午後� 午前� 午後� 午前� 午後�

火曜日� 水曜日� 木曜日� 金曜日�

外来診療担当表� 平成16年12月22日現在�

内科�
・�

循環器科�

�

�

�

�

�

�

整形外科�

�

�

�

�

�

脳外科�

�

�

�

�

外科�

�

�

�

�

泌尿器外来・神経内科外来�

〈案内図〉受 付 時 間 保 険 証 な ど は

病病病病院院院院ボボボボラララランンンンテテテティィィィアアアア募募募募集集集集!!!! !!!!
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